
（管理規則第３条実施要領 別紙様式） 

 ２０１６ 年度（平成２８年度）学校評価自己評価表 

Ⅰ 福山市のめざす子ども像 

  福山に愛着と誇りを持ち，変化の激しい社会をたくましく生きる子ども 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大門中学校区 校番 ２４ 福山市立大門中学校 

最終更新日 2017年（平成29年）３ 月 １０ 日 

 Ⅱ 前年度の学校関係者評価を踏まえた改善点 

○生徒自身に夢や目標を明確に持たせ，学習意欲の向上はもとより，地域の一員である事を

自覚させる総合的な取り組みを実施していく 

 Ⅲ 中学校区 

１ めざす子ども像 

 

自ら考え，学び，自尊感情を高める児童・生徒 

２ 研究主題及び主な研究内容 

自ら考え，学び，自尊感情を高める指導のあり方 

・道徳教育の推進 

 

３ 現状（成果及び課題） 

（１）児童生徒 

・基礎・基本状況調査の通過率が県平均と同じか上回っている学校数 

 小学校（国Ⅰ 1/3 国Ⅱ 0/3）（算Ⅰ 3/3 算Ⅱ 2/3）（理Ⅰ 2/3 理Ⅱ 1/3） 

 中学校（国Ⅰ 1/1 国Ⅱ 1/1）（数Ⅰ 0/1 数Ⅱ 0/1）（理Ⅰ 0/1 理Ⅱ 0/1） 

・校区の学校 児童・生徒の達成率 

① 家庭学習時間 小学校(低30分以上91%中60分以上85%高90分以上71%)中学校(90分以上32%) 

② 服装・時間 小学校(服装 86% 時間 82%) 中学校(服装 98% 時間 98%) 

③ 自らあいさつ 小学校(90%) 中学校(９5%) 

 ④問題行動 小学校累計(暴1件 いじめ4件 不登校0人) 中学校(暴力3件 いじめ1件 不登校3人)  

 ⑤自尊感情 「自分の良さは周りの人から認められていると思う」小学校 17% 

                               中学校 25% 

（２）授業 

 

・授業の「めあて」が活動目標にとどまり，思考力・判断力等の深まる指導になっていない。 

・形態としては，ペア・グループ学習を行っているが，互いに学び合い，高まり合う協同学

習まで至っていない。 

 
 

Ⅳ 自校 

 １ 学校経営方針 

  （１）学校教育目標 

豊かな知性，人間性を持ち，判断力，実践力のある生徒の育成 

  （２）自校の使命（ミッション） 

確かな学力と豊かな心を備え，物事を深く考え行動する生徒を育成することで，地域の信頼に

応える。 

（３）自校の将来像（ビジョン） 

１．福山100NEN教育を推進し，郷土に誇りをもつ生徒を育成する学校 

２．校訓「人を大切に 時を大切に 物を大切に」を実践できる生徒を育成する学校 

 

２ 研究主題及び主な研究内容 

自ら考え，学び，自尊感情を高める指導のあり方 

・道徳教育の推進 

 

３ 現状（成果及び課題） 

（１）児童生徒 

・基礎学力の定着が弱い。特に数学，理科。 

・時間管理や服装の自己評価が甘い生徒が多い。 

 

 

（２）授業 

・単元でつける力を系統立てて指導し切れていない。 

・自分の考えを論理的に表現する力を十分つけきれていない。 

・自信を持って自分の意見を発表する生徒が少ない。 

 

 

４ めざす授業の姿 

・単元の中でつけたい力を意識した，授業展開を行う。 

・「説明を聞く」「考える」「まとめる」「振り返る」など，学習活動にメリハリをつけ，生徒

の活動の時間を設定する。 

 

 



（管理規則第３条実施要領 別紙様式） 

最終更新日 2017年（平成29年） ３月 １０日 

Ⅴ 目標・取組・評価指標等の設定と評価 

市 
重点 
目標 

年
目 

中期経営目標 
重 
点 

分
類 

短期経営目標 
目標達成に向けた

取組 
評価指標 

１０月１日 
□指標にかかる取組状況 
◎改善方策 

プロセ
ス 
評
価 
 

達
成 
評
価 

２月末 
□指標にかかる取組状況 
○短期（中期）経営目標の達成状況 
◎改善方策 

プロセ
ス 
評
価 
 

達
成 
評
価 

総合評価 

確

か

な

学

力 

４ 

基礎学力が定着している生

徒の育成 

★ 継

続 

・家庭学習時間

の増加等で基礎

学力の定着を図

る。 

 

 

・定期試験期間

等で調査し，グ

ラフ化等にして

全校に公表す

る。 

 

・家庭学習時間

90 分以上する

生徒を 70%以

上達成の学級数

が9/12以上 

□評価指標を達成したクラス

は，次の通りだった。 

１学期 

中間試験 

１学期 

期末試験 

７/１２ １２/１２ 

◎２学期から，目標時間を 

１００分以上に設定して，

学習に向けての意識づけを

図る。また２年生は，学活

の時間を利用して，１年生

の学習内容を復習するプリ

ント学習に取り組む。 

３ ３ 

□評価指標を達成したクラスは， 次の通り 

だった。 

２学期 

中間試験 

２学期 

期末試験 

3学期

学年末

試験 

１０／１２ １２／１２ ８／８ 

○基礎学力の定着状況は，定期試験の5教 

科の学年平均が次の通りだった。（点） 

 １年 ２年 ３年 

１学期中間 76.8 59.9 59.1 

１学期期末 68.0 54.8 57.9 

２学期中間 63.9 51.2 58.9 

２学期期末 59.8 57.7 59.9 

学年末試験 57.6 57.7 56.2 

◎定着度確認テストの結果から，各教科の 

課題を明らかにし，補充学習を仕組む。       

3 ５ ３ 

 新

規 

・各教科におい

て自分の考えを

論理的に自信を

持って表現する

生徒を育てる。 

・公立高校入試

問題や全国学力

調査Ｂ問題を意

識した授業内容

を考え，定期試

験などで類似問

題を解かせる。 

・定期試験分析

での達成率が

60%以上 

 

□１学期定期試験で実施し

た類似問題の達成率は， 

国語６５％ 社会３０％ 

数学５８％ 理科５６％      

英語５０％  だった。 

◎単元でつけたい力を意識

し，生徒が深く思考する時

間を設定する。 

３ ３ 

□類似問題の達成率は，次の通りだった。 

 ２学期 ３学期 

国語 ６４％ ５１％ 

社会 ４６％ ５５％ 

数学 ５２％ ４８％ 

理科 ４５％ ５１％ 

英語 ４４％ ５５％ 

○「基礎・基本定着状況調査」の生活アン 

ケートの結果は，「授業では，自分の考え 

とその理由を明らかにして，相手に分か 

りやすく伝わるように発表を工夫してい 

る。」に対する肯定的評価が５２．２％だ 

った。（２年生） 

また，「全国学力・学習状況調査」の生徒 

質問紙の結果は，「友達の前で自分の考え 

や意見を発表することは得意ですか」に 

対する肯定的評価は５３．６％だった。 

（３年生） 

◎学校朝会や生徒朝会，委員会活動など， 

 すべての学校活動で，生徒が発表する場 

面を設定する。 

3 ３ 2 
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豊

か

な

心 
３ 

将来の夢や目標を持って生

活する生徒の育成 

 継

続 

・自分の良さに

気づく生徒を育

てる。 

学校行事等での

活躍の場を設定

する。 

アンケートで自

分にはよい所が

あると答える生

徒が75％以上 

□自分にはよい所があると答

えた生徒は，１学期７９％ 

 だった。 

◎通信や掲示板を使って，生

徒の頑張りを写真や作品で

紹介する際，評価コメント

を入れることで，よさを実

感できるようにする。 

３ ４ 

□評価指標の結果は，次の通りだった。 

２学期 ３学期 

７９％ ８３％ 

○自分によいところがあると答えた生徒は， 

１年生８８％ ２年生７２% 3年生８０％ 

で，２年生の肯定的評価の割合が低い。 

◎学年通信などで積極的に頑張っている生 

徒の活動を紹介し，自己肯定感を高める。 

 

3 ４ ５ 

健

や

か

な

体 

４ 

自己の健康管理と体力の向

上に取り組む生徒の育成 

 新

規 

・意欲的に目標

管理に取組む生

徒を育成する。 

・無遅刻達成日

数等を公表し，

意欲を持たせる 

・無遅刻達成日

数が授業日数の

60%以上 

□無遅刻達成日数が６０％以

上のクラスは，次の通りだっ

た。 

４月 ５月 ６月 

11／13 11／13 10／13 

７月 ８月 ９月 

11／13 12／13 8／13 

◎毎月無遅刻達成日数の目標

をクラスに提示し，総合優

勝の取組として意欲付けを

行う。 

３ ３ 

□無遅刻達成日数が，授業日数の７０％以上 

 のクラスは，次の通りだった。 

10月 11月 12月 1月 

9/13 10/13 10/13 8/13 

2月  

8/13 

○「基礎・基本定着状況調査」の生活アンケ 

ートの結果は，「時間管理ができている」 

に対する肯定的評価は，８５％だった。 

（２年生） 

また，「全国学力・学習状況調査」の生徒 

質問紙の結果は，「時間管理ができている」 

に対する肯定的評価は，８３．２％だった。 

（３年生） 

◎各クラスに，無遅刻日数の目標を立てさ 

 せ，学級委員や班長を中心に声かけをさ 

 せる。 

 

4 3 ３ 

力

量

あ

る

教

職

員 

４ 

意欲的に確かな授業力と専

門性を高める教職員 

★ 新

規 

・授業力向上に

向け，生徒が意

欲的に取り組む

授業づくりを行

う。 

・生徒が「課題

発見・解決する

学習」を意識し

た単元構成の授

業を行う。 

・指導目標が達

成できたと思う

「マイ ベスト

授業」を学期に

２件以上，写真

等で報告 

□「マイベスト 授業」を写

真などで報告できた割合は

５０％だった。 

◎授業研究の指導案に，生徒

につけたい力を明記する。

また，写真だけでなく，指

導目標が達成できた生徒の

学習ノートなどをコピーし

て報告する。 

３ ２ 

□「マイベスト 授業」を報告できた教職員 

 は，100％だった。 

○「アクションプラン」に基づいた授業の工 

 夫・改善を進めていると回答した教職員の 

 肯定的評価の割合は，次の通りだった。 

１学期 ２学期 

４７．４％ ５７．９％ 

◎年間計画の見直しを通して，生徒に付けた 

 い力を意識した授業内容の精選を行い，見 

通しをもった取組をする。 

 

3 ４ 2 



（管理規則第３条実施要領 別紙様式） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市

民

か

ら

信

頼

さ

れ

る

学

校 

４ 

保護者・地域から信頼される

学校経営 

 継

続

・ 

新

規 

・規律や安全が
守られていると
いう保護者や地
域とともに活動
する学校づくり
を行う。 

 

・服装に関して

自信を持って適

切であると自ら

いえる生徒を育

成する 

 

・ネクタイ，ネ

ーム着用率を

90％以上 

・保護者アンケ

ートでの肯定的

評価を 90%以

上 

□ネクタイ・ネームの着用率

と保護者アンケートの結果

は，次の通りだった。 

ネクタイ 

ネーム 

保護者ア

ンケート 

９７％ ９６％ 

◎生徒会交流の活動として，

近隣の中学校で一斉に服装

点検を行う。また，服装の

着こなしについても引き続

き声かけをしていく。 

３ ４ 

□評価指標の結果は，次の通りだった。 

ネクタイ 
ネーム 

保護者 
アンケート 

９８％ ９１％ 

○生徒アンケートの「学校の校則を守ってい 

ますか」に対する肯定的評価は，次の通り 

だった。 

 １年生 ２年生 ３年生 

１学期 ９８％ ９８％ ９８％ 

２学期 ９８％ ９７％ ９８％ 

3学期 ９９％ ９９％ ９７％ 

 また，保護者アンケートの「大門中学校の 

規律や安全は守られていますか」に対する 

肯定的評価は，次の通りだった。 

 １年生 ２年生 ３年生 

１学期 ９４％ ８５％ ９５％ 

２学期 ９０％ ８７％ ９２％ 

3学期 ８２％ ９２％ ９５％ 

◎地域の中学校に対する声を生徒に知らせ， 

自分たちの評価を見つめさせる。 

3 ４ 4 

・地域活動に参

加する生徒を募

集し，連携のも

と活動させる 

・地域ボランテ

ィアへ参加する

生徒数を 20%

以上 

□地域ボランティアに参加し

た生徒は，１０％だった。 

◎地域ボランティアの募集を 

 できるだけ早く生徒へ知ら

せて，参加の呼びかけをし

ていく。 

３ ２ 

□地域ボランティアに参加した生徒は， 

３５％だった。 

○ボランティア活動に参加したことが 

ある生徒の割合は，次の通りだった。 

１年生 ２年生 ３年生 

５０％ ３０％ ３１％ 

◎ボランティア活動に参加した生徒の活動を 

 全校に紹介するなど，活動の成果を時間さ 

せる。 

3 5 5 
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[達成評価の評価基準]  [プロセス評価の評価基準]  [総合評価]   

評点 評価基準  評点 評価基準  評価 基      準 

５ 
目標を大幅に達成し，十分な成果をあげ

た 
 ５ 

取組の目的に対する共通理解が顕著に認められ，状況の変化，問題が生

じた際は，協同的な課題解決が十分に図られた 
 ５ １００％以上の達成度 十分に目標を達成できた 

４ 
目標を概ね達成し，望ましい成果をあげ

た 
 ４ 

取組の目的に対する共通理解が認められ，状況の変化，問題が生じた際

は，協同的な課題解決が概ね図られた 
 ４ ８０％以上１００％未満の達成度 概ね目標を達成できた 

３ 目標をある程度達成し，一定の成果をあげた  ３ 
取組の目的に対する共通理解が一定程度認められ，状況の変化，問題が

生じた際は，協同的な課題解決がある程度図られた 
 ３ ６０％以上８０％未満の達成度 

ある程度目標を達成でき

た 

２ 
目標を下回り，成果よりも課題が多かっ

た 
 ２ 

取組の目的に対する共通理解が認められ難く，状況の変化，問題が生じ

た際の協同的な課題解決をあまり図ることができなかった 
 ２ ４０％以上６０％未満の達成度 

あまり目標を達成できな

かった 

１ 
目標を大きく下回り，成果が認められな

かった 
 １ 

取組の目的に対する共通理解が認められず，状況の変化，問題が生じた

際の協同的な課題解決を図ることができなかった 
 １ ４０％未満の達成度 目標を達成できなかった 

 


